
別紙様式５ 

1 
 

１ モデル地域の現状 

 

２ モデル地域の事業目標 

①モデル地域内の災害安全の取組を推進

する。 

・災害安全に関する地域と学校の連携

体制を構築し、継続的に取組が進め

られるようにする。 

・災害の多発化・深刻化、新型コロナウ

イルス感染拡大防止、地域の高齢化

を踏まえ、モデル地域内で情報と対

応の共有化を図り、必要に応じた連

携・協力体制を構築する。 

②拠点校における防災教育の充実を図

る。 

・起こりうる可能性のある災害状況を

できるだけ多く想定して、防災・減

災にかかわる活動の充実を図り、自

助意識の醸成と具体的な行動実践を

目指す。 

 

３ 取組の概要 

(1)実施概要 

実施時期  計 画 事 項 参加者 

４月 ○第１回学校運営協

議会（活動方針・年

間計画） 

学校運営協議

会 

５月 ○危機管理マニュア

ル修正 

○第１回防災避難訓

練（地震） 

 

６月 ○第１回シェイクア

ウト訓練 

○第２回学校運営協

議会（避難所開設

訓練に向けて） 

 

 

学校運営協議

会、大学教授 

７月 ○高等部備蓄品試食

体験 

○引き渡し訓練 

○職員心肺蘇生方研

修会 

○車いす降下訓練 

 

 

保護者 

消防署署員 

８月 ○1000 か所ミニ集

会・第３回学校運

営協議会（防災教

育の取組紹介、防

保護者、学校

運営協議会、

大学教授 

 

（１）モデル地域 

○モデル地域名： 

県立飯高特別支援学校周辺地区 

○学校数：小学校１校 

中学校１校 

高等学校１校 

特別支援学校１校 

（２）モデル地域の安全上の課題 

拠点校がある飯高地区は、里山の自然が

多く残され、緑が美しい地域であるが、一

方で、人口減と高齢化が進んでいる。また、

地盤の安定した高台に位置しており、過去

の地震や台風で大きな被害を受けた経験

がない。そのため、危機意識が高いとは言

えず、防災への取組も十分ではない。 

近隣の小・中学校区は、崖や急傾斜が多

く見られ、この数年でも、実際に土砂災害

の被害が発生しているところがある。防災

への備えは喫緊の課題である。 

このようなモデル地域において、学校が

中心となって地域の防災への意識を喚起

すること、また学校の、避難所としての機

能をさらに充実させて、今後起きうる災害

へ備えていくことが必要である。 

 

事業名：命の大切さを考える防災教育公開事業（学校安全総合支援事業） 

モデル地域：県立飯高特別支援学校周辺地区   拠点校：千葉県立飯高特別支援学校 

 

所轄教育委員会：千葉県教育委員会  電話番号：０４３－２２３－４０９１ 
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災ゲームクロスロ

ード、講演会） 

 

 

９月 ○防災教育強化期間

（～12 月） 

○第２回シェイクア

ウト訓練 

○小学部備蓄品試食

体験 

○高等部「高校生等

防災教育基礎講

座」受講・起震車体

験 

○小学部備蓄品試食

体験 

○第３回防災避難訓

練（地震・火災） 

 

 

 

 

 

 
講義講師 

10 月 ○高等部心肺蘇生法

研修会 

○中学部生活単元 

・１年「飯高スペシ

ャル防災リュック

を作ろう」 

・２年「学校の周り

の防災施設を見つ

けよう」 

・３年「自宅の周り

のハザードマップ

を作ろう」 

・重複「災害から身

を守ろう」 

○小学部生活単元学

習 

・低学年「避難生活

について知ろう」 

・高学年「地震のと

き、どうする？火

事のとき、どうす

る？」 

 

11 月 ○匝瑳市立吉田小学

校との交流学習

（本校にてボッチ

ャ体験・防災学習

の発表） 

○匝瑳市立八日市場

第二中学校出前授

業（飯高の防災へ

の取組み紹介、防

災ゲームクロスロ

ード、障害につい

匝瑳市立吉田

小学校３・４

年生 

 

 

匝瑳市立八日

市場第二中学

校第１学年 

て） 

12 月 ○避難所設置訓練（ 

学校公開） 

・シェイクアウト訓

練 

・避難所生活体験 

・煙ハウス体験 

・水消火器体験 

○中学部備蓄品試食

体験 

○発電機点検・操作

研修・医ケア機器

接続確認 

飯高地区自主

防災会、学校

運営協議会、

保護者、県教

育委員会、匝

瑳市総務課 

 

 

 

 

１月 ○第３回シェイクア

ウト訓練 

 

２月 ○第３回学校運営協

議会（成果と課題） 

○第３回防災避難訓

練（火災） 

学校運営協議

会 

 

４ 具体的な取組 

(1) 安全教育の充実に関する取組 

ア 安全教育の充実に関する取組 

①学校運営協議会におけるモデル地域

の実態やニーズの把握 

４月、５月、８月に学校運営協議会

を開催し、「地域と連携した防災活動

と、自分の命を自分で守る力を育成

する防災教育の推進」をテーマに意

見交換を行った。その中で、モデル地

域の防災・安全に関する実態や地域

住民の願い・ニーズ等について共有

を図った。 

参加者・人数：市教育委員会教育課課

長１名、近隣小・中・高等学校校長

３名、元特別支援学校校長１名、福

祉施設代表者３名、就労支援セン

ター代表者１名、飯高地区区長会

長１名、飯高地区社会福祉協議会

会長１名、飯高檀林を守る会会長

１名、拠点校保護者１名、拠点校教

職員１４名、大学教授（合計２８名） 
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「第１回学校運営協議会」 

② 1000 か所ミニ集会の開催 

拠点校の開校からの防災教育の取

組を映像で紹介した。防災ゲームク

ロスロードは、モデル地域に即した

状況を設問に取り入れることで、参

加者が自分の問題として捉えられや

すいようにした。講演会は、大学教授

を講師とし、「後悔しない防災」をテ

ーマとして行った。 

日時：令和４年８月５日 

テーマ：「いいだかの防災・安全をみ

んなで考えよう」 

内容：拠点校の防災教育の取組紹介、

防災ゲームクロスロード、講演会 

参加者・参加人数：県教育委員会１名、

匝瑳市総務課１名、拠点校学校運

営協議会９名、飯高地区自主防災

会４名、地域住民１名、拠点校保護

者３名、拠点校教職員、大学教授 

感染予防対策：運営担当以外の拠点

校教職員は、校舎にて学部ごとに

リモート会議システムでの参加と

し、会場に入る人数を極力減らし

た。 

 
防災ゲーム「クロスロード」 

③防災教育強化期間（９～１２月） 

拠点校の各学部で、児童・生徒の実

態に応じた防災・安全に関する学習

に取り組んだ。 

・小学部低学年「避難生活について

知ろう」 

段ボールベッドやペットボトル

ランタンを体験し、なぜ災害の際

に必要になるのか考えた。また、非

常持ち出し袋には何が入っている

のか確認した。 

 
「段ボールベッドに寝てみる」 

 
「床に直接寝たときと比べてみる」 

・小学部高学年「地震のとき、どうす

る？火事のとき、どうする？」 

地震や火災が起きたときに、ど

のように安全を確保したら良いか、

校内の様々な場所での避難の仕方

を確かめ、体験した。また、防災ビ

ンゴで避難の仕方の振り返りをし

た。 

 

「廊下で地震が起きたとき」 

 

「防災ビンゴで振り返り」 
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・中学部１年「飯高スペシャル防災

リュックを作ろう」 

災害に備えて、防災リュックに

何を入れたら良いか考えた。なぜ

必要なのか、どんなときに使うの

か、実物を手にとって確かめなが

ら話し合った。 

 

「実物を手にとって防災用品を選ぶ」 

 

「リュックに入れて重さを確かめる」 

・中学部２年「学校の周りの防災施

設を見つけよう」 

校庭の防災倉庫には何が入って

いるのか中に入って調べた。また、

地域の防災施設にはどんなものが

あるのか、実際に学校の周りを歩

いて調べた。 

 
「防災倉庫の中には何が入っているか」 

 

「学校の周りの防災施設調べ」 

・中学部３年「自宅の周りのハザー

ドマップを作ろう」 

自宅の周りの地形を調べ、立体

地図を作成した。市のハザードマ

ップと照らし合わせて、どんなと

ころで、どんな災害が起きやすい

のか考えた。 

 

「立体地図づくり」 

 

「地形と災害の起きやすさの関係を考える」 

・中学部重複学級「災害から身を守

ろう」 

地震の際に自分の体を支えるこ

とができるように、ゆれを感じた

ら体に力を入れる学習に取り組ん

だ。 

 

「倒れないように体に力を入れる」 

・高等部 高校生等防災教育基礎講座 

高等部全生徒が県主催の講座を

受講し、起震車の体験をした。 

 
講義「あたなにできること」 
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・高等部 心肺蘇生法研修会 

本校職員が指導者となり、高等部

全生徒を対象に心肺蘇生法の実技

研修を行った。 

 

「訓練人形を使った実技研修」 

④避難所開設訓練（学校公開）の開催 

拠点校を会場に、避難所開設訓練

を行った。飯高地区自主防災会が避

難所の開設、学校運営協議会・拠点校

保護者が避難者として参加した。そ

の後、拠点校児童・生徒と共に避難所

生活体験、防災体験（煙ハウス、水消

火器）を実施した。また、拠点校で防

災教育強化期間に取り組んだ学習成

果や、モデル地域内の小・中・高等学

校の防災教育の取組を展示した。 

日時：令和４年１２月６日 

内容：シェイクアウト訓練、避難所開

設訓練、避難所生活体験、防災体験 

参加者・人数：飯高地区自主防災会 14

名、拠点校学校運営協議会９名、拠

点校保護者３名、県教育委員会１

名、匝瑳市総務課１名、拠点校児

童・生徒、拠点校教職員、大学教授、

学校関係（他校参観者）１０名 

 

「避難者の受け付け訓練」 

 

「防災体験：煙ハウス」 

⑤モデル地域の中学校への出前授業 

拠点校の教員３名が、モデル地域

の中学校の１年生を対象に、拠点校

の防災の取組の紹介、防災ゲーム「ク

ロスロード」、障害についての講義の

出前授業を行った。防災ゲームでは、

選択肢を選んだ理由を積極的に発表

し合うことで、答えは１つではない

ことに気付くとともに、災害発生時

の心の葛藤を疑似体験することがで

きた。障害についての講義では、障害

とはどういうことなのか、自分にで

きることは何なのかを考える機会と

なった。 

 
「防災ゲーム：カードで意思表示」 

⑤防災専門家の活用 

千葉科学大学 危機管理学部 

教授 藤本一雄 先生 

派遣校数  １校 

派遣回数  ４回 

イ 安全教育の取組を評価する・検証す

るための方法について 

① 拠点校の取組については、８月の

1000か所ミニ集会と１２月の避難所

開設訓練に参加した全ての教職員と

保護者、地域の方に質問紙による評

価を依頼した。質問紙は回収後に集
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計を行い、特に問題点を抽出して検

討し、解決策を次年度への課題とし

てまとめ、校内で共通理解を図った。

また、千葉科学大学危機管理学部藤

本一雄教授に、各実践を視察してい

ただき、さらなる向上を目指すため

のポイントについて助言をいただい

た。 

② 各学校の取組については、拠点校

から質問紙による評価を依頼した。 

ア 防災教育を年間指導計画に位置

付け、授業を実践している学校の

割合は、昨年度 50%(2/4 校)から今

年度 75%(3/4 校)に増加した。 

イ 障害のある人への対応を防災マ

ニュアル等に具体的に明記して具

体的な対応を実践している学校の

割合は、昨年度 25%（1/4 校）から

変化がなかったが、今年度の取組

からその重要性を再認識し、今後

明記する方向である。 

(2) 組織的取組による安全管理の充実に

関する取組 

校内は防災・安全担当と地域連携担当

が連携して窓口となり、学校運営協議会

を通じて地域・モデル地域の各学校・関

係機関との協力を図った。学校運営協議

会には、飯高地区区長会長、飯高地区自

主防災会、モデル地域の各学校校長、保

護者代表等が参加しており、「学校運営

部会」「学校支援部会」「地域連携部会」

の３つの部会に分かれ、それぞれの観点

で学校・地域が連携した安心・安全につ

いて議論を重ね、安全管理の充実に繋げ

た。 

(3) 学校安全の中核となる教員の学校安

全推進体制の構築における役割及び中

核教員の資質能力の向上に係る取組に

ついて 

モデル地域の各学校において、防災・

安全担当を校務分掌に位置づけ、中核

となって、学校安全や防災教育の推進

に取り組んできた。 

また、拠点校においては、防災教育強

化期間の防災学習において、学習指導

案を中核教員が中心となって作成する

など、指導力の向上に取り組んできた。 

 

５ 取組の成果と課題 

【成果】 

・拠点校においては、防災教育強化期間を

年間計画に位置付け、児童・生徒の実態

に応じた学習活動によって、防災の実践

力を高めることができた。 

・モデル地域の各学校と拠点校で、防災教

育の取組の情報交換をすることで、地域

の実態に合った指導や、児童・生徒の発

達の段階に応じた指導の知見を蓄積す

ることができた。 

【課題】 

・新型コロナウイルス感染症拡大予防の

ため、学校間の交流や、地域との連携、

地域の教育力の活用については、残念

ながら、限られた範囲の実践となった。

今後も感染拡大予防を図りつつ、さら

なる連携の強化を図りたい。 

・学校公開の参観者についても少人数に

とどめた。より広く共有化を図るため

に、学校公開の取組を動画にまとめ、

関係者に限定して公開を行った。引き

続き、今年度の成果を整理し、情報発

信を続けることで、さらなる共有化を

図りたい。また、持続可能な社会づく

りの観点を取り入れ、今後も継続して

防災教育に取り組んでいきたい。 


